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開会 午前１０時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（上田健一君） 皆さん、おはようございます。 

ただいまから、平成３０年第１回氷川町議会臨時会を開会します。 

これより本日の会議を開きます。本日の議事日程はお手元に配付のとおりです。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（上田健一君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

本臨時会の会議録署名議員は、会議規則第１２０条の規定によって、５番、長尾

憲二郎君、６番、吉川義雄君を指名します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第２ 会期の決定 

○議長（上田健一君） 日程第２、会期の決定を議題とします。 

お諮りします。本臨時会の会期は、本日１日限りとしたいと思います。ご異議あ

りませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（上田健一君） 異議なしと認めます。したがって、会期は本日１日限りとする

ことに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第３ 議案第１号 平成２９年度氷川町一般会計補正予算(第５号)について 

○議長（上田健一君） 日程第３、議題第１号、平成２９年度氷川町一般会計補正予算

(第５号)についてを議題とします。 

 町長の提案理由の説明を求めます。町長、藤本一臣君。 

○町長（藤本一臣君） 皆様、おはようございます。 

   平成３０年の幕が開きまして、早いものでひと月が経過をいたしましたが、議員

各位には、それぞれのお立場でご活躍のこととお喜びを申し上げます。 

本日は、平成３０年第１回氷川町議会臨時会を招集をいたしましたところ、皆様

方には公私ともに大変お忙しい中にお繰り合わせご出席をいただきまして誠にあ

りがとうございます。 

   熊本地震発生から１年１０カ月を迎えようといたしておりますが、被災家屋の解

体につきましては若干の自主解体が実施中でありますけれども、ほぼ完了をいたし

たところであります。一方、未だに応急仮設住宅並びにみなし仮設住宅に避難生活

を余儀なくされている方が多数おられます。これからもしっかりとしたですねご支

援をしてまいりたいと思っておりますし、今社会福祉協議会の方で、支え合いセン

ターを設置をしてそれぞれ巡回をし、見守りをしているわけでございますが、これ

からもしっかりその支援をしてまいりたいというふうに思っております。まだまだ
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地震からの復旧・復興は道半ばであります。これからもさまざまな分野でさまざま

な事業をですね、この復興に向けましてまた進めてまいりたいというふうに思って

おりますので、議員各位のご指導をよろしくお願いをいたします。 

   さて、本日臨時会に提案をいたしておりますのは、平成２９年度氷川町一般会計

補正予算１件でございます。 

議案第１号、平成２９年度氷川町一般会計補正予算（第５号）でありまして、歳

入歳出それぞれ６億３０８万３，０００円を追加をし、歳入歳出総額をそれぞれ８

２億３，６８９万７，０００円とするものでございます。歳入の主な内容は、県支

出金６億３０８万３，０００円であります。歳出につきましては、農林水産業費６

億３０８万３，０００円、内容といたしまして、産地パワーアップ事業補助金及び

担い手確保・経営強化支援事業補助金でございます。 

簡単にご説明申し上げましたけれども、具体的な内容につきましては担当課長に

説明をさせますので、よろしくご審議をいただき円満なるご決定をいただきますよ

うお願いいたしまして、提案理由の説明とさせていただきます。 

○議長（上田健一君） これから、議案第１号の詳細説明を求めます。企画財政課長、

濤岡美智代君。 

○企画財政課長（濤岡美智代君） 議案第１号、平成２９年度氷川町一般会計補正予

算(第５号)についてご説明いたします。 

平成２９年度氷川町一般会計補正予算（第５号）を別紙のとおり定めるため、地

方自治法第９６条第１項の規定により、議会の議決を求めるものでございます。 

予算書を開けていただき、１ページをご覧ください。第１条、歳入歳出予算の総

額に歳入歳出それぞれ６億３０８万３，０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を

歳入歳出それぞれ８２億３，６８９万７，０００円とするものでございます。 

まず、歳出についてご説明いたします。８ページをご覧ください。２５款、農林

水産業費、５項、農業費、１０目、農業振興費、１９節、負担金補助及び交付金６

億３０８万３，０００円、内訳としまして産地パワーアップ事業補助金５億４，６

９４万円で、いちごパッケージセンター整備、いちご低コスト耐候性ハウス整備な

どを行うもので、事業費の２分の１以内を補助するものでございます。担い手確

保・経営強化支援事業補助金５，６１４万３，０００円は、機械やハウス導入の事

業に対して補助を行うもので、こちらも補助率は事業費の２分の１以内でございま

す。財源といたしましては、全額県補助金となります。 

次に歳入ですが、７ページをご覧ください。７０款、県支出金、１０項、県補助

金、２０目、農林水産業費県補助金、５節、農業費補助金で歳出と同額を計上して

おります。 

最後に４ページをご覧ください。第２表、繰越明許費でございます。今回補正を

行いました、産地パワーアップ事業の一部で５億２，７１８万４，０００円及び担
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い手確保・経営強化支援事業５，６１４万３，０００円について、年度内に事業が

完了しないため次年度へ繰り越すものでございます。 

以上で、議案第１号、平成２９年度氷川町一般会計補正予算（第５号）について

説明を終わります。 

○議長（上田健一君） 説明が終わりました。これから質疑を行います。質疑はありま

せんか。 

○６番（吉川義雄君） 議長。 

○議長（上田健一君） はい、吉川義雄君。 

○６番（吉川義雄君） もう少し説明がほしいんですが。産地パワーアップ事業補助金

５億４，０００万あるわけですね。今の説明で事業費の２分の１を補助する、あと

の財源はどのようになるんでしょうか。例えば、直接農家の割合といいますが農家

の負担する割合を分かればひとつ教えてください。それと併せて担い手確保・経営

強化支援事業補助金も同じです。もう少しそれ以外の財源はどうなっているのか併

せてお聞かせいただきたいと思います。 

○農業振興課長（前田昭雄君） 議長。 

○議長（上田健一君） はい、農業振興課長、前田昭雄君。 

○農業振興課長（前田昭雄君） それでは、産地パワーアップ事業並びに担い手確保・

経営強化支援事業補助金について説明します。 

   産地パワーアップ事業補助金につきましては３つの事業があります。 

１点目ですが、いちごのパッケージセンターということでこれは事業取り組み主

体が八代地域農業協同組合になります。これにつきましては２分の１の補助ともう

半分の２分の１がですね農協の資本になります。農協の自主資本になります。 

   続きまして、いちご低コスト耐候性ハウス。これにつきましては、取り組み主体

が氷川町いちご生産拡大協議会ということになります。これも２分の１補助という

ことになりますので、補助金の半分はそれぞれの個人の負担となります。 

   ３点目ですけれども、レタスにつきましてレタスの農業機械導入生産資材導入と

いうことになりますけれども、これにつきましても２分の１の補助になりますけれ

ども、取り組み主体がアクト・レボ・ファーマーズになりますけれどもこれも自分

の自己資本となります。 

   続きまして、担い手確保・経営強化支援事業補助金についてですけど、これにつ

きましても２分の１の補助がありますが、残りは自分たちの資金ということになり

ますけれども、これは融資を受けて行うものです。 

  以上です。 

○６番（吉川義雄君） 議長。 

○議長（上田健一君） はい、吉川義雄君。 

○６番（吉川義雄君） 最初のいちごパッケージについては、残りの２分の１について
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はいわゆる農協が負担するということ、当然農協の需要としてそこに出荷というん

ですかいちごを出荷した場合、農協としては手数料という形でそれを賄っていくと

いうことになるわけですかね。 

○農業振興課長（前田昭雄君） 議長。 

○議長（上田健一君） はい、農業振興課長、前田昭雄君。 

○農業振興課長（前田昭雄君） 今、計画の段階で私の方に資料いただいておりますま

す。その中では利用料金という形になってます。 

○６番（吉川義雄君） 利用料金ですね。分かりました。 

○議長（上田健一君） ほかに質疑ありませんか。 

○２番（木下 厚君） 議長。 

○議長（上田健一君） はい、木下厚君。 

○２番（木下 厚君）   私もＪＡ関係に９年間くらい関係しておりました関係上です

ね、いちごパッケージセンターが出来ることは大変喜ばしいと思っております。や

はり、いちごの生産者は時間的ですね大変重労働と言ってはいけませんが、時間に

束縛されてですね大変な毎日、半年間苦労されるわけです。それからですね、やっ

ぱりいちごというのは、この氷川町でもですね大変有望な作物だろうと私も常日頃

思っております。私もちょっと記憶しますが、生産者組合ですが１２億か１３億売

り上げがあるかと思います。それから個人で出荷される方についてもですねまぁそ

れくらいあろうかと思うところでございます。それでですね、やっぱりいちごパッ

ケージセンターを造ればですね、やはり雇用も生まれます。年を取ったら肉体労働

とは言ってはいけませんが、やはり目と手足がしっかりしていれば重労働ではあり

ません。時間的にはですねちょっと長い時間が必要と思いますが、やはりですね、

氷川町の基幹産業は農業ということでございますので、やはりこれには力を入れて

もらいたいと思っているところでございます。これから、いちご、トマトと施設園

芸で残っていかなければ農業は立っていかないかと常日頃思っているところでご

ざいます。それから、耐候性ハウスですね、やはり災害に強いハウスをですね、ぜ

ひよろしくお願いします。 

   内容ですが、いつごろ出来るのか、繰り越してですね工事にかかるわけですが、

やはりいちごの生産者ちょっと話を聞いたところですが、今のある事務所のところ

に建てるという話ですね。それをすると作業は今共販がありますね。それが済んで

からですので、あとは７月、８月、９月と３カ月間の工事日程になるかと思います。

その辺のつめはどうなってるのか教えてもらいたいと思います。 

○農業振興課長（前田昭雄君） 議長。 

○議長（上田健一君） はい、農業振興課長、前田昭雄君。 

○農業振興課長（前田昭雄君） それでは、木下議員の質問に対してお答えいたします。

まず、産地パワーアップ事業補助金ですけど、これにつきましてまず、いちごパ 
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ッケージセンターですけど、これは国の補正予算という形になります。この補正予 

算、テレビ等では今日成立という話がありましたけれども成立に伴って事業が進む 

ものです。いちごパッケージセンターは、国の補正予算が出るということで国から 

要望調査が来てる段階です。そこで氷川町といたしましては、するという要望を出 

しているところです。あとは、国の交付、予算の決定そちらに合わせて進んでいく

ことになります。具体的に中身といたしまして、繰り越しということで２９年度の

交付決定で３０年度中の事業をしてくださいということになりますので、３０年度

中にはできると思いますけれど、具体的な時期についてはちょっと把握しておりま

せん。ちなみにいちごの低コスト耐候性ハウス並びに担い手確保・経営強化支援事

業補助金についても補正予算で措置される形になると思います。 

   以上です。 

○議長（上田健一君） ほかにありませんか。 

○１番（西尾正剛君） 議長。 

○議長（上田健一君） はい、西尾正剛君。 

○１番（西尾正剛君） 今の説明によりますと、この産地パワーはトンネルでの予算だ

と思いますが事業主体は主にＪＡということですね。この予算の差額分、明許の方

が５億２，０００万、予算は５億４，０００万ということで、約２，０００万が２

９年度に執行される予算なわけですが、この２，０００万、平成２９年度に行う２，

０００万の執行内容を教えてください。 

○農業振興課長（前田昭雄君） 議長。 

○議長（上田健一君） はい、農業振興課長、前田昭雄君。 

○農業振興課長（前田昭雄君） 今、西尾議員からご指摘のとおり、繰越明許というの

が全体額の繰越明許になってません。というのが、先ほど言いました産地パワーア

ップの中で、レタスの農業機械及び生産資材導入というのは２９年度中の完成を目

指しております。これについては内示がきてますので事業費が１，９７５万６，０

００円ということでこの分については２９年度で実施したいと考えております。 

   以上です。 

〇議長（上田健一君） ほかに質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

〇議長（上田健一君） 質疑なしと認めます。これで、質疑を終わります。 

   これから討論を行います。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

〇議長（上田健一君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

   これから、議案第１号を採決します。 

本案は原案のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

（賛成者起立） 
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〇議長（上田健一君） 起立全員です。したがって、議案第１号は原案のとおり可決さ

れました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第４ 議会運営委員会の閉会中の継続調査の申し出について 

〇議長（上田健一君） 日程第４、議会運営委員会の閉会中の継続調査の申し出につい

てを議題とします。 

〇議長（上田健一君） 議会運営委員長から、会議規則第７５条の規定によって、お手

元に配布しました会期日程等、議会の運営に関する事項について、閉会中の継続調

査の申し出があります。 

   お諮りします。委員長から申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることにご異

議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

〇議長（上田健一君） 異議なしと認めます。したがって、委員長から申し出のとおり、

閉会中の継続調査とすることに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

〇議長（上田健一君） 町長から閉会にあたっての挨拶の申し出があります。 

町長、藤本一臣君。 

○町長（藤本一臣君） 閉会にあたりまして一言お礼を申し上げたいというふうに思い

ます。 

本日の提案をいたしました１議案につきましては円満なるご決定をいただきま

して、本当にありがとうございました。 

先ほど木下議員からも少し発言ございましたけれども、やはり農家の皆様方ので

すね労力を軽減するあるいは生産性を上げるということにつきましては、私ども行

政といたしましてもしっかりと応援をしていかなくちゃなりません。そういった意

味ではですね今日の議決は本当に良かったのかなというふうに思っております。あ

りがとうございました。 

毎日、寒い日が続いております。またインフルエンザも流行っているようでござ

いますのでどうぞお体には十分ご注意をされまして、今後ともご活躍をされますこ

とをご祈念申し上げまして、お礼の言葉といたします。お世話になりました。 

○議長（上田健一君） これで、本日の日程は全部終了しました。会議を閉じます。 

   平成３０年第１回氷川町議会臨時会を閉会します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

散会 午前１０時１８分 
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